
日時：2013年 6月 15日（土）15：30～18：45 
場所：東洋大学 8号館第 2会議室 

 
日本パーソナリティ心理学会第 109回常任理事会 

 
出席者：浮谷秀一理事長、中村真副理事長、家島明彦、小塩真司、二宮克美、松田英子、

松田浩平、山崎晴美、渡邊芳之 
事務局：加藤司（事務局長）、太幡直也（幹事） 
欠席者：なし 
 

報告事項 
 
Ⅰ	
 理事長挨拶 
 
Ⅱ	
 各種委員会報告 
 
1	
 機関誌編集委員会（渡邊委員長） 
 
 
（1）機関誌編集委員会の開催状況 
	
 平成 25年 3月 26日から 3月 29日、メールによる常任編集委員会を開催し、「パーソナ
リティ研究」第 22巻第 1号の掲載論文、投稿者用チェックリストの改定について審議した。 
（2）「パーソナリティ研究」の編集発行状況 
1）「パーソナリティ研究」第 21巻第 3号の発行状況 
	
 第 21巻第 3号は論文 13本（原著 6、資料 2、ショートレポート 5）を４月初旬に発行さ
れた。 
2）「パーソナリティ研究」第 22巻第 1号の編集状況 
	
 第 22巻第１号は以下の 11本（原著３、資料３、ショートレポート５）、初校の編集委員
長チェック中である。７月末の発行を目指す。 
 
 

�Jp" Hwp" v� �s z�� !w !l

¨¨¤§¤§ ±¤¨¯¬ �� ,]%�ÚÎÐä�C0�Mo38Û�F 2W � ¨¦§§¥§¨¥§® ¨¦§¨¥§§¥§¬

¨¨¤§¤¨ ±¤¨®¯ �� ��7RÚÎÐäEB�IÛq�Ú�Óä^LrtxË7¡Ą
�
_�ĄEB�IĄ{ur�9Û�
ÚbsÑÖË

�5* ¨¦§§¥¯¥§¨ ¨¦§¨¥§§¥¨­

¨¨¤§¤© ±¤©¦¨ �� 0��-µ±ºÛ�FÎâÝ):@ā��@Û\� ��¢� ¨¦§¨¥©¥¨§ ¨¦§¨¥§¨¥§©

¨¨¤§¤ª ±¤¨¯ª �K ³¾Ã¤¸½ÆÀÁÀ½Â¼Ê38Ć³¸®¯NS�j�FØ��@ā):@Û\
�

n¢g ¨¦§§¥§§¥¨« ¨¦§¨¥§¨¥§©

¨¨¤§¤« ²¤­¯ �K GÍÕr ÓÍÛ��@Úihå:ÖÔ��øÿìüúÛ�
XĆ',mÛ� ÓÍ�#�å0�ØÑÔ��r\�

��5O ¨¦§¨¥­¥§¦ ¨¦§©¥©¥®

¨¨¤§¤¬ ²¤®© �K (+',må0�ØÑÔ?~G�ØðôþòîĂÏáÔãÓõë
óæ÷Ù ÓÍÞÛ;�

T4¢AQ ¨¦§¨¥§¦¥© ¨¦§©¥©¥§®

¨¨¤§¤­ ¹¤¨¨¬ ïûĂôþùĂô NS�jñòïûĀ��38ăº¿½¢¶»Ä»Â½Æ½¢¹½ÆÆÀÃÂ¢³É»ÁÈ»ÇÀÃÂ
·È½ÆÇÀÃÂÂ»ÀÅ½°¢¶¤¹³·£�FÛ�àÌÌêçĀñüĂ�.Úâä
\�

[5¢c� ¨¦§¨¥«¥¨® ¨¦§¨¥§§¥¯

¨¨¤§¤® ¹¤¨©¦ ïûĂôþùĂô èöéĂôöýāíĀôÿĂýÜ\|�1@>�å�eÓä 2W`a ¨¦§¨¥­¥©§ ¨¦§¨¥§§¥¨­

¨¨¤§¤¯ ¹¤¨¨« ïûĂôþùĂô N6mdÛ�×mÒäöéĂêïĀìāøÿñðÚâäEB�=
Ø�mf�8ØÛ��Ć¢EBøÿñð��38y¨jÚâä\
�

���/� ¨¦§¨¥ª¥¨¨ ¨¦§¨¥§§¥¨­

¨¨¤§¤§¦ ¹¤¨¨¨ ïûĂôþùĂô ��<�ÚÎÐä²À¾´ÀÉ½@Zk@Û�V }M9� ¨¦§¨¥ª¥§« ¨¦§¨¥§¨¥§©

¨¨¤§¤§§ ¹¤¨¦ª ïûĂôþùĂô �YmÚÎÐä	DrP�EØ0��
ØÛ��¢ą	DrP
�EÛ&�Ú;�å�ßÓ�$Û\�ą

US¢ �+ ¨¦§§¥«¥§© ¨¦§©¥§¥¯



３）「パーソナリティ研究」第 22巻第２号以降の編集状況 
6月 11日現在採択論文が 11本（原著５、資料２、ショートレポート４）ある。6月末頃

までに第 22巻２号の掲載論文を入稿予定である。 
 
3	
 投稿状況、審査状況について 
１）投稿状況について 
昨年６月から今年５月までの投稿状況は下表の通りである。 
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２）審査状況 
昨年６月から今年５月までの審査状況は以下の通りである。 

 �� �
 �����
 ��
 	���

������ � �� � �

� � � � �

� � � � �

� � � � �

�� � �� � �

�� � � � �

�� � � � �

������ � � � �

� � � � �

� � � � �

� � � � �

� � � � �

�� �� �� �� �



 
2008年以降の審査状況の推移を以下の表に示す。 
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５．その他 
（1）投稿論文種別の変更 
	
 「パーソナリティ研究」投稿論文の種別を「原著」「ショートレポート」の２種類のみに

変更することについて、21巻 3号に告知を掲載した。22巻１号には新しい編集規程と「投
稿者用チェックリスト」（資料）を掲載し、8月 1日より電子投稿の投稿種別を変更する。 
	
 ７月初旬に、Webページに新しい編集規程とチェックリストを掲載する予定である。 
（2）「投稿者用チェックリスト」の全面改訂について 
チェックリストを全面改訂し、８月１日より使用する。 

（3）編集事務局業務の一部外注 
編集事務局業務のアルバイトへの移管は進展していない。 

 
2	
 経常的研究交流委員会（二宮委員長） 
 
（1）第２２回大会における委員会企画シンポジウム 
１）10月 12日（土）(13:30-15:30) 
「助け合いの心理学」 
２）10月 13日（日）(9:00-11:00) 
「恋愛関係の終わりを考える」 
 
3	
 広報委員会（家島委員長） 
 
（1）YPP2013 
大会前日 10月 11日(金)に東京大学（教育学部第一会議室）で開催予定。 
内容は「討論企画」と「研究発表」の２部構成。 
（2）大会企画 
10月 12日（金）「パーソナリティ心理学における統計分析の動向」という題目で開催予定 
 
4	
 国際交流委員会（小塩委員長） 
 
（1）de Fruyt先生招聘の件 
  フライト予約作業を進めている段階 
（2）ICP企画の件 
タイトル：日本におけるパーソナリティ心理学の現状と課題 
企画者：小塩真司 
 
5	
 学会活性化委員会（松田委員長） 
 



1）第 22回大会における委員会企画シンポジウム 
「パーソナリティ心理学の基礎教育」を企画している 
2）大会発表賞の審査基準について 
 
6	
 各種電子化検討小委員会（松田委員長） 
	
 特になし。 
 
7	
 選挙規程検討小委員会（中村委員長） 
	
 別紙のとおり、学会会則に関しての修正案が承認され、総会で審議されることになった。 
 
8	
 学会 20年史編纂委員会（浮谷理事長） 
委員長：佐藤達也 
委員構成：浮谷秀一、渡邊芳之、藤田主一、安藤典明 
（1）書籍の出版 
	
 福村出版より、出版する計画である。 
	
 企画内容について説明がなされた。学会の歴史を中心にまとめることが報告された。 
 
Ⅲ	
 日本心理学諸学会連合 
 
1	
 日本心理学諸学会連合について（浮谷理事長） 
	
 6月 17日に東京大学にて開催された。国家資格化の進展状況について話がなされた。 
	
 一般財団法人日本心理研修センター開設され、説明がなされた。1口 5万円で、2口以上
の寄付の依頼がきた。金額については、理事長に一任することにした。 
 
2	
 心理学検定について（加藤事務局長代理） 
 
	
 堀毛担当委員に変わり、心理学検定の概要について説明がなされた。試験日は 8月 25日。
会場は 19会場に増加。 
 
Ⅳ	
 事務局報告（加藤事務局長） 
 
	
 特になし。 
 
Ⅴ	
 第 22回大会準備状況について（松田準備委員長） 
 
1	
 HPの公開 
2	
 今後の予定 

8月下旬にプログラムの発送する予定。10月大会当日に論文集の配布する予定である。 
3	
 参加者数途中経過報告 
参加申込人数 238名、発表申し込み件数 144件、懇親会参加者 62名 

4	
 大会企画 
委員会企画講演・シンポジウム 6件、自主シンポジウムの企画 1件 
5	
 協賛状況報告 
	
 広告掲載 10社、展示 5社 
 
Ⅵ	
 その他 



	
 第 23回大会は山梨大学（準備委員長は尾見）で決定した。 
 

審議事項 
 
Ⅰ  2012年度決算・2013年度予算に関する件（山﨑財務担当常任理事） 
 
1	
 2012年度決算（仮）が提出された。 
2	
 2013年度予算（案）が提出された。 
 
Ⅱ	
 第 108回常任理事会議事録承認に関する件（加藤事務局長） 
 
	
 常任理事会MLにて指摘された点を修正したものが提案され、承認された。 
 
Ⅲ	
 新入会員に関する件（加藤事務局長） 
 
1  新入会希望者の件 
（1）ML承認済み 
一般会員：26名 
院生会員：44名 
	
 以上、追認された 
 
（2）ML承認未 
一般会員：3名、院生会員 5名 
以上 8名の申請があったが、1名を除き、以上の 7名が承認された。 
この 1名の入会は、学会会則 5条に照らし合わせて、見送ることにした。 
 
（3）現在保留中の入会申込者に関して 
＊前例、廣岡徹氏および加藤洋一氏ならびに、学会会則 5 条に照らし合わせて、入会承認
を見送ることになった。 
 
2	
 退会希望者の件 
	
 以上、12名が承認された。 
 
3	
 会員報告 
	
 以上、以上の承認を受けて、6月 14日現在、会員総数は 939名である（一般会員 613名、
院生会員 311名、学生会員 6名、名誉会員 8名、賛助会員 1名）。 
 
Ⅳ	
 退会処分に関する件 
 
	
 別紙の 39名が会費未納による退会処分が提案され、承認された。 
 
Ⅴ	
 その他 
	
 特になし。 
 

暫定：次回常任理事会 8月 8日（木）10：00から 
東洋大学にて 


